
≪ 退職所得の受給に関する申告書 兼 退職所得申告書 記⼊例 ≫ 
① 加⼊者番号を記⼊ 

   ② 課税年（基⾦を資格喪失した⽇の属する年）を記⼊ 
（１⽉１⽇資格喪失で他の退職所得の源泉徴収票の添付がある場合は前年（退職⽇が属する）となり 
ます） 

   ③ 現住所・⽒名・その年（②の年）の１⽉１⽇現在の住所を記⼊（現住所と同じなら「同上」と記⼊） 
   【Ａ欄】必ずご記⼊ください 

④ 基⾦の資格喪失⽇を記⼊ 
   ⑤ ＜⼀般・障害の区分＞ 

障害者となったことに直接基因して退職した⼈は「障害」に○・［ ］内に障害の状態、⾝体障害者 
⼿帳の交付年⽉⽇を記⼊、それ以外は「⼀般」に○を記⼊ 

＜⽣活扶助の有無＞ 
その年１⽉１⽇現在で⽣活保護法による⽣活扶助を受けている⼈は「有」に○を記⼊、それ以外は 
「無」に○を記⼊ 

⑥ 基⾦の加⼊（勤続）期間・加⼊（勤続）年数（1 年未満の端数切上げ）を記⼊ 
（加⼊（勤続）期間の「⾄」は退職⽇（資格喪失⽇の前⽇）となります） 

   【B 欄および E 欄】同年内に他の退職所得（事業所等からの退職⾦）の⽀給がある場合 
※ 必ず「退職所得の源泉徴収票（写し）」を添付してください。複数からの⽀給があった場合は全ての 

添付が必要となります（「退職所得の源泉徴収票」を紛失された場合は再交付の⼿続きを⾏ってください）。 
⑦ 他の退職所得における勤続期間を記⼊ 

   ⑧ ⑥と⑦の通算勤続期間・勤続年数（1 年未満の端数切上げ）を記⼊ 
   ⑩ 他の退職所得の源泉徴収票（下記に例あり）に記載されている内容等を記⼊ 
   【C 欄および E 欄】前年以前 4 年内に他の退職所得（事業所等からの退職⾦）の⽀給がある場合 

（基⾦の加⼊期間と重複していなければ記⼊不要です） 
   ⑨ 他の退職所得における勤続期間を記⼊ 
   ⑪ 他の退職所得の源泉徴収票に記載されている内容等を記⼊ 
 
      ※ 添付する他の退職所得の源泉徴収票（事業所等からの退職⾦の⽀給がある場合）の例 

           




